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幼児期記'億の感情と年齢差
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自分が幼い頃のことを思い出そうとしてみると，３，４

歳以前の記憶を想起することは附難であることがわか

る。この現象を初めて報告したのはFreud(1905/1953）

で，この現象は“幼児期健忘(childhoodamnesia)”と呼

ばれる。幼児期健忘は，３歳以前の，記憶がほとんど想

起できない時期と，３歳から５歳までの，それ以後の年

齢に経験した出来事と比べると想起可能な記憶が比較的

少ない時期の，２つの時期からなるとされている（Wet‐

zler＆Sweeney，１９８６)。

幼児期記憶に付随する感情

幼児期の記憶についての研究は古くから行われてい

る。最幼児期記憶はほぼ３，４歳であり，その年齢は男性

よりも女性の方が少し早いといわれてきた（Waldfogel，

1948)。そして，それらの記憶の大部分は明瞭な感情に

よって特徴付けられているといわれている。しかし，感

情についての研究結果は必ずしも一致しておらず，研究

者によって異なる結果と説明がなされてきた。

例えば，Waldfogel（1948）では幼児期記憶には肯定

的感情が多いとされており，その一方でDudychaand

Dudycha（1933,1941),CowanandDavidson（1984）

＊杏林大学保健学部（心理学）

*＊慶膳義塾大学文学部教授（心理学）

は幼児期記憶には否定的感情が多いとしている。Freud

(1905/1953）は隠蔽記憶という観点から幼児期記憶に

対する否定的感情の役割を強調する。WhiteandPille、

mer(1978),Pillemer(1984)は幼児期記憶は閃光効果に

よって促進されるという立場をとり，肯定的・否定的両

感情の役割を強調している。そしてこのPillemerらの

見解は，Howes,Siegel,ａｎｄＢｒｏｗｎ（1993)の実験結果

によっても支持されている。

しかしこれらの研究は，感情を肯定的・否定的・中立

的という３つの観点からしか捉えておらず，それらの感

情の程度については考慮していない。被験者が少しでも

肯定的だと考えて答えれば，それは肯定的という強い感

情を伴った記憶であると考える。そこで本研究では，肯

定的感情から否定的感情までの７段階スケールを設定

し，それぞれの感情の程度を考慮に入れたうえで，幼児

期記憶の感情について検討する。

幼児期記憶の年齢差

自伝的記憶の年齢による記憶分布の研究では，実験時

の年齢によってその分布の形が変わることがわかってい

る。２０代までの被験者の記憶分布は単調増加関数とな

るが（Crovitz＆Schiffman，１９７４;Crovitz＆Quina‐

Holland,1976;Rubin,1982),３０代以上ではこの関数に
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当てはまらず(Franklin＆Holding,1977;McCormack，

1979)，少なくとも３つのコンポネントに分けることが

できる(Rubin,Wetzler,＆Nebes,1986)。人生のどの時

点で想起を行うのかによって，想起される出来事は異な

る。記憶は我々の関心と共に共存し，我々の関心と共に

変化するのである（Bartlett,1932)。

このように，自伝的記憶については，年齢差という視

点から捉えた研究が存在するが，幼児期記憶に焦点をし

ぼった研究は，ほとんどが大学生を被験者としたもので

あって，被験者の年齢差について検討したものは少な

い。そこで本研究では，幼児期記憶を年齢差の視点から

捉え，幼児期記憶に付随する感情と，幼児期記憶の年齢

とについて，様々な年齢群の被験者の比較を行なう。

幼児期記憶の種類

UsherandNeisser(1993)は，幼児期記憶の妥当性に

ついて論じており，幼児期記憶の研究は，想起の確認が

とれるような種類の出来事に限定するべきであると述べ

ている。そこで挙げられている出来事のカテゴリーに

は，兄弟の誕生，引越し，肉親の死，一日以上の入院，

がある。彼らは，これらの出来事は，家族や親族に確認

が可能であるという点，時間，場所が正確に確認できる

という点で幼児期記憶の妥当’性を論じる際に有効である

という。これに先んじて，SheingoldandTenney

(1982)は，兄弟の誕生という特定の出来事について調査

を行っている。そして，３歳以前に兄弟が生まれた場合

にはその出来事を想起できないが，３歳以後の場合には

想起ができるという結果を示し，これは従来の質問紙法

による最幼児期記憶の結果と一致するものとなってい

る。

しかし，幼児期記憶の妥当性についての多くの研究か

らは，想起された出来事の多くが正確であることが確認

されている（Howes，Siegel，＆Brown，1993)。Usher

andNeisser(1993)は，歪みのある記憶を排除するため

に，出来事を特定した想起を提唱しているが，歪みのあ

る出来事が少数であるならば，想起する出来事を特定す

る必要があるのであろうか。想起された出来事の内容の

正確さ，正確な年齢を調べるためには，確かに想起する

出来事を限定することは意味があるかもしれない。しか

し，最幼児期記憶のもつ意味について検討する場合には

どうであろうか。限定された想起と自由想起とでは，想

起される幼児期記憶の質が変わってしまう可能性があ

る。その結果，内容分析や，感情の分析が困難になって

しまうこともあるであろう。そこで本研究では，自由想
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起による幼児期記憶の中で，UsherandNeisser(1993）

が定めたカテゴリーに含まれる出来事がどの位の率で含

まれているかを調べ，出来事を特定する必要性について

検討する。

また，SheingoldandTenney（1982)，Usherand

Neisser(1993)では，出来事を限定した際の幼児期記憶

の臨界期は，出来事を限定しなかった場合と一致すると

いう結果が得られているが，それがUsherandNeisser

（1993)の限定した出来事にのみあてはまることなのか

どうかについて検討する。UsherandNeisser(1993)が

定めた４つのカテゴリーに属さない出来事に関しても，

同様の結果があてはまるのであれば，４つのカテゴリー

のみに出来事を限定する必要性がなくなる。そこで本研

究では，引越し（Usher＆Neisserが定めたカテゴリー）

と，幼稚園の入園式（Usher＆Neisserが定めなかった

カテゴリー）という，２種類の特定の出来事の想起を行

う事によって，自由想起による最幼児期記憶と，出来事

を特定した場合の最幼児期記憶の違いについて検討す

る。

まとめると，本研究の目的は以下の３つである。

（１）７段階評定により感情を評定することにより，感

情の程度を考慮に入れたうえで，幼児期記憶に付

随する感情について検討する。

（２）想起された幼児期記憶の年齢と，幼児期記憶に付

随する感情について，被験者の年齢差という視点

から検討する。

（３）想起された幼児期記憶の内容と，出来事を限定し

た想起方法の妥当性について検討する。

方法

被験者

慶膳義塾大学夏期スクーリング参加者に質問紙を配

り，後日教室で回収した。また，区民大学心理学受講者

に質問紙を郵送し，郵送により回収した。更に，放送大

学の学生に質問紙を配り，後日郵送により回収した。記

述された出来事が特殊な出来事であり，出来事を経験し

た年齢が特定できるもののみ分析を行った。

回収された質問紙のうち，被験者の年齢の記入が不備

であった５名のデータを分析から除外し，計１１８名に

ついて分析を行った。平均年齢は40.61歳であった。そ

のうち，２０代は４２名（男性６名（平均年齢２５．０歳)，

女性３６名（平均年齢23.67歳))，３０代は２２名（男性７

名（平均年齢３３．１４歳)，女‘性１５名（平均年33.47歳))，

４０－５０代は３５名（男性５名（平均年齢５３．４歳)，女性



男性

1３

Table１．想起された出来事を経験した平均年齢

（歳）

３０名（平均年齢49.66歳))，６０－７０代は１９名（男性８

名（平均年齢68.13歳)，女性１１名（平均年齢67.26

歳)）であった。

２０代

３０代

40-50代

60-70代

女性 男性

９
３
Ｏ
５

Ｌ
ａ
ａ
４

２０代

３０代

40-50代

60-70代

６
５
９
３

●
●
●
●

４
４
４
５

６
Ｊ
１
９

４
７
６
４

質問紙

質間紙は表紙を含めた８ページからなっていた。表紙

には年齢，性別を記入し，２ページから６ページまでに

は，最幼児期記憶を３つ，幼稚園に通っていた場合には

入園式について，小学校に入学する前に引越しをしたこ

とがある場合には引越しについて，計５つの出来事の想

起を行い，１ページに１つの出来事をできるだけ詳しく

記入してもらった。次に，７ページには，各出来事につ

いて持っている感1情を１.非常にネガティブから７.非常

にポジティブまでの７段階で評定してもらった。最後

に，８ページには，各出来事を経験した年齢を記入して

もらった。出来事の想起と感情は，他人と相談すること

なく記入するよう教示し，最後の出来事を経験した年齢

は，正確な年齢が知りたいので，他人に確認してもよい

ことを付け加えた。

結果

幼児期記憶の平均年齢

想起された出来事は，０歳から１４歳までの間に経験

された出来事であった。想起された出来事を経験した平

均年齢を，年齢水準別にＴａｂｌｅｌに示す。

４(年齢群)×２(性別）の二要因分散分析の結果，年齢

群×性別の交互作用がみられた(Ｆ(3,288)＝6.763,

ｐ＜,001)。単純主効果の検定の結果，男性の年齢群に有

意な差があった(F(3,288)＝6.477,ｐ＜,001)◎ライアン法

による多重比較の結果，男性の３０代は，２０代，40-50

代，60-70代よりも，有意に出来事を経験した当時の想

起年齢が高かった(t(288)＝3.12,ｔ(288)＝2.97,ｔ(288)＝

2.71,ｐｓ＜,05)。また，３０代では男性が女性よりも有意

に想起年齢が高かった(t(1,288)＝2.71,ｐ＜,05)。

Table３．入園式エピソードと引っ越しエピソード

の経験年齢別想起人数（人）

Table２．想起された出来事の感情：７段階評定値

の平均

の評定値が低かった。また，２０代では女性が男性よりも

有意に評定値が高かった(F(1,288)＝5.357,ｐ＜､05)。

女性

想起された出来事の感情

７段階評定された感情の年齢水準別平均値をＴａｂｌｅ２

に示す。４（年齢群）×２（'性別）の二要因分散分析を行っ

たところ，性別の主効果が有意であり(F(1,288)＝4.410,

p＜,05)，女性は男性よりも感情の評定値が高かった。ま

た，年齢×性別の交互作用がみられた(F(3,288)＝2.677,

p＜,05)。単純主効果の検定の結果，男性の年齢群に有意

な差があり（F(3,288)＝3.887,ｐ＜､01)，ライアン法によ

る多重比較の結果，２０代は６０－７０代よりも有意に感情

幼児期記憶の感情と年齢差

出来事カテゴリー

どのような出来事カテゴリーに含まれる出来事が多く

報告されたのかを比較してみる。UsherandNeisser

(1993)が定めたカテゴリーである，一日以上の入院，

妹，弟の誕生，親族の死，引越し，に当てはまる出来事

はそれぞれ，２個，６個，８個，３個，の計１９個であっ

た。これらのカテゴリーを拡大解釈して以下のようなカ

テゴリーとすると，怪我（他人含む)，誕生に関するこ

と，死（友人や動物を含む)，引越し，に当てはまる出来

事はそれぞれ，４２個，１０個，１４個，３個，の計６９個で

あった。そのほかに複数想起された出来事カテゴリーと

しては，旅行１４個，注射等７個，初めて幼稚園に行った

３
１
６
４

●
Ｃ
Ｄ
●

５
４
５
４

想起可想起不可

０
１
２
３
４
５
６
７
８

０
１
０
６
３
１
２
１
０

１
２

０
０
２
６
８
５
４
０
０

１

入園式 引っ越し

想起可想起不可

０１

１１

１０

３６

９４

７２

７１

２０

１０

経験年齢

（歳）
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日５個，火事７個，誘拐２個，能力５個などがみられ

た。UsherandNeisserが指定したカテゴリーに当ては

まる出来事の自由想起率はかなり低いということができ

るであろう。

入園式エピソードと引越しエピソード

幼稚園の入園式エピソードと引越しエピソードの経験

年齢別想起人数をTable3に示す。引越しエピソードは

118名中４６名しか経験していなかったのに対して，入

園式エピソードは７９名が経験していた。

各エピソードについて想起できた人数と想起できな

かった人数の割合が，出来事を経験した年齢が３歳前後

で変化するかどうか調べるために，カイニ乗検定を行っ

た。入園式エピソードを想起できた人数と想起できな

かった人数について，３歳と４歳の比較を行ったとこ

ろ，有意な差はなかった(X2＝0.44,,.s.)ｃ４歳と５歳に

ついても検定を行ってみたところ，有意な差はなかった

(X2＝0.07,,.s.)。引越しエピソードについても同様に，３

歳と４歳の比較，４歳と５歳の比較における有意差はな

かった(X2＝2.76,,.s.;Ｘ２＝0.20,,.s.)。

考察

幼児期記'億の想起年齢

女性では年齢があがるにつれて想起されるエピソード

の想起年齢が高くなる傾向がみられるのに対して，男性

では，３０代において有意に想起年齢が高くなっている。

また，３０代でのみ性差がみられ，女性よりも男性の方

が，想起年齢が高くなっている。このように，幼児期記

憶において性差・年齢差が見られたことから，幼児期記

憶を調査する際には，被験者の年齢や性別を考慮にいれ

る必要性があるといえる。

しかし，これらの差が，想起を行う年代が過ごした幼

児期の特徴による差なのか，それとも検索時の被験者の

心的状態の差によるのかどうかは明白ではない。被験者

がどのような社会的状況の中で幼児期を過ごしたのかと

いうことは，後に想起される出来事の特徴に影響を与え

る可能性があると考えられる。しかし，想起された出来

事の中で，被験者が幼児期を過ごした時代に特徴的であ

ると思われるような出来事の想起は見られなかった。こ

のことから，被験者が幼児期を過ごした社会的状況より

もむしろ，被験者が想起時にどのような心的状態にあっ

たのかということの方が，想起される出来事の特徴に影

響を与えると考えることができる。

第４７号１９９８

幼児期記憶の感情

７段階評定による分析では，性差と年齢群の差がみら

れた。従来のような，肯定的・否定的・中立的という感

情の三分類による方法ではなく，７段階評定によって

も，感‘情の違いがみられることが示された。また，感情

には，性差だけではなく，被験者の年齢差もみられるこ

とが示された。

Neisser(1988)は，概念的自己(conceptualself)とい

う例をあげて，遅い更新処理について検証している。こ

の説明では，ルールにおける例外が貯蔵されていき，

徐々にルールが更新されていくとする。自己については

普通比較的肯定的なイメージがもたれている。しかし，

自分が原因となる不快な出来事は自己のイメージの範囲

からははずれており，そのため例外として常に想起され

るであろう。このことから，２つの仮説が考えられる。

まず，自分自身が不快さの原因であるときは，自分以外

が原因であるときよりも，それに関わる出来事を想起し

すいであろう。そして，自分がある程度の不快さの原因

であるときは，同じ程度の楽しさの原因であるときより

もそれに関わる出来事を想起しやすいであろう。そして

反対仮説としては，自分自身による不快な出来事は，抑

圧，または変容されるという説であり，Greenwald

（1980)によれば，自分以外の原因による不快な出来事の

想起の方が，自分自身が原因である出来事の想起よりも

多く，また楽しい出来事のほうが想起が多いということ

になる。Wagenaar(1992)は，自分が原因である場合，

自分以外が原因である場合の，快・不快両出来事の想起

について調査を行った。その結果，自分が原因である不

快な出来事は，自分以外が原因である不快な出来事より

も想起が多く，自分が原因である不快な出来事は，自分

が原因である快の出来事よりも想起が多かった。この結

果から，肯定的な自己概念に対する例外は，想起される

率が高いと説明できる。

本研究では，２０代の男性が不快な出来事を想起する

率が高いのに対して，６０－７０代の男性は快の出来事の想

起率が高かった。２０代の男性は，青年から成人へと成長

し，学生から社会人になるという変化の中で，自己概念

を更新することが特に必要になってくるのかもしれな

い。それに対して，人生の半ばを超えた60-70代の男性

は，自己概念を更新するというよりは，自己を肯定的に

みつめなおすことが必要なのかもしれない。それに対し

て女性では大きな変化はみられなかった。男性と比較し

て，自己概念が大きく変化する機会が少ないのであろう

か。
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出来事を限定した想起方法

引っ越しエピソードにおいて，本研究では，３歳以前

に経験した場合には想起不能であるが，３歳以降に経験

した場合には想起可能であるという明白な結果は得られ

ず，SheingoldandTenney（1982),UsherandNeisser

(1993)の結果を再現することはできなかった。入園式エ

ピソードにおいても同様に，３歳以前と以降における差

はみられず，そのため，UsherandNeisser(1993)が定

めたカテゴリー以外の出来事でも，３歳前後で想起可

能・不可能の分離が生じるのかどうか，検討することは

できなかった。引越しエピソードにおいて，先行研究の

結果が再現されなかった理由として，本研究では，３歳

前後でこれらのエピソードを経験した人数が少なかった

ことが考えられる。３歳前後でこれらのエピソードを経

験したことのある被験者について，より多くのデータを

集めることにより，カテゴリーを特定する必要性につい

て，更に検討していく必要があるであろう。

また，自由想起において，UsherandNeisser(1993）

の提唱したカテゴリーに含まれるエピソードの占める割

合は低く，４つのカテゴリーに含まれる出来事が被験者

にとって興味深い出来事であるとはいえない。同様に，

SheingoldandTenney(1982)は，兄弟の誕生という出

来事を特定することによってエピソード想起の調査を

行った。そして，３歳以下の年齢で兄弟が誕生した場合

には，兄弟の誕生というエピソードを想起できないとい

う結果を示した。しかしこの研究は，ただ１つの出来事

について，それも子どもが興味を持っていると大人が判

断した出来事についての想起であった。しかし，記憶の

構造の変化について理解するためには，何を想起するの

かを被験者自身に選択させる必要があるのではないだろ

うか。自伝的記憶は，世界と相互交渉のある，自然な結

果としての記憶である。研究者の側で想起する材料を決

定せず，被験者の自由想起にまかせることにより，記憶

の量や想起された出来事の時期だけではなく，何を覚え

ているのかという質を調査することができるのである

(Fivush＆Hamond,1990)。

Colegrove(1899)は，様々 な時期の自伝的記憶データ

の質的調査を行っている。その結果，１０歳から１４歳で

はこの年齢に典型的であるいたずらの記'億が多く，１４

歳から１９歳になると，自分以外に対する広い興味が想

起対象となる。２０歳から２９歳では，新奇な記憶と繰り

返した経験の記憶で占められ，３０歳から３９歳では，よ

り思慮深い，内省的な記憶で占められる。６０歳以上にな

ると，他の時期にみられた聴覚的，触覚的記憶が減少す

る。このことから，記憶は単に検索されるのではなく，

現在の興味から再構成されるとしている。本研究では，

幼児期記憶の年齢と感‘情という観点からのみ，年代差を

検討したが，今後，想起されたエピソードの質について

も更に検討していく必要があるであろう。
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